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平
成
二
十
二
年
四
月
七
日
、
松
ヶ
崎
小
学
校
内
で
、

松
ヶ
崎
社
会
福
祉
協
議
会
総
会
が
顧
問
や
監
事
を
含
む

二
十
二
人
の
出
席
の
下
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
先
月
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
岩
﨑

純
一
前
会
長
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
第

一
議
案
と
し
て
前
年
度
決
算
が
岩
﨑
洋
子
会
計
・
島
監

事
か
ら
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
第
二
議
案
の
本
年
度

役
員
案
が
西
野
信
雄
会
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
大
筋
で
前

年
度
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

事
業
で
は
、
左
の
表
に
記
す
よ
う
に
、
子
供
と
老
人

が
同
時
に
楽
し
め
る
餅
つ
き
大
会
を
松
ヶ
崎
児
童
館
と

共
催
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
よ
り
多
く
の
人
に
本
会
主

催
行
事
に
参
加
頂
け
る
よ
う
に
社
協
だ
よ
り
を
年
二
回

発
行
す
る
こ
と
な
ど
を
従
来
事
業
に
追
加
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。

　

下
に
示
す
よ
う
に
、
総
額
二
五
〇
万
円
強
の
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
事
業
計
画
案
と
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

　

岩
﨑
純
一
氏
は
昭
和
五
年
松
ヶ
崎

西
町
生
ま
れ
。
ス
ポ
ー
ツ
、
酒
、
祭

り
、
人
を
愛
す
豪
放
に
し
て
繊
細
、

人
情
豊
か
な
人
で
し
た
。
平
成
三
年

度
か
ら
体
育
振
興
会
四
代
目
会
長
を

七
期
務
め
た
後
、
平
成
八
年
五
月
に

本
会
初
代
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

十
四
年
か
ら
は
自
治
連
合
会
会
長
を

兼
務
、
永
ら
く
地
域
の
要
に
な
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
暮
れ
頃
に
体
調
を
崩

さ
れ
た
氏
は
、
急
ぎ
、
当
時
副
会
長

で
あ
っ
た
西
野
信
雄
氏
を
二
十
一
年

度
会
長
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
一
月
二
十
八
日
に
催
さ
れ
た
新
年

会
で
西
野
新
会
長
の
見
事
な
采
配
を

喜
ん
で
居
ら
れ
ま
し
た
。
氏
の
訃
報

に
接
し
た
の
は
そ
の
二
ヶ
月
後
で
し

た
。

　

松
ヶ
崎
社
協
役
員
一
同
は
氏
の
献

身
、
不
断
の
努
力
を
お
手
本
に
し
て
、

役
員
の
務
め
を
果
た
そ
う
と
誓
う
ば

か
り
で
す
。

　地域の高齢者の方々と楽しいひとときを過ごすた
めに「健康すこやか学級」「ふれあい会食会」「敬老
会」などの行事を一緒にお手伝いして頂ける方を募
集しています。（歌・手芸・体操・各楽器・イラスト・
パソコン など）
～参加される高齢者にやさしく指導や披露して頂ける方～
　会長 西野までご連絡下さい。

（電話・FAX ７２２－６２７８）

　

松
ヶ
崎
社
協
は
役
員
の
多
く
が
民
生
児
童
委

員
や
老
人
福
祉
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
弱
者
救

済
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
補
完
）
に
多
少
お
役

に
立
っ
て
い
る
と
思
い
つ
つ
も
、
孤
立
し
が
ち

な
高
齢
者
や
悩
み
を
抱
え
た
親
子
へ
の
働
き
か

け
が
不
十
分
だ
な
と
反
省
頻
り
の
昨
今
で
す
。

　

ご
承
知
と
思
い
ま
す
が
、
学
区
内
に
は
地
域

を
安
全
で
住
み
良
い
町
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て

多
く
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
・
立
正
会
・

寺
・
神
社
は
文
化
面
で
、
児
童
館
・
社
協
・
お

や
じ
の
会
・
少
年
補
導
委
は
保
護
育
成
面
で
、

消
防
団
・
自
主
防
災
会
・
交
通
安
全
委
・
防
犯

推
進
委
は
安
全
面
で
、
体
育
振
興
会
（
体
振
）

は
健
康
面
で
、
農
協
・
水
役
は
環
境
面
で
、
松

寿
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
で
、
自
治
連

合
会
・
市
政
協
力
委
員
会
は
諸
団
体
の
連
携
支

援
面
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
社
協
活

動
の
弱
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
共
通
認
識
が

社
協
内
部
に
出
て
き
ま
し
た
。
手
始
め
に
、
体

振
主
催
の
夏
祭
り
行
事
に
受
付
役
と
し
て
参
加
、

区
民
体
育
大
会
で
は
売
店
を
運
営
し
ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り
で
地
域
の
楽
し
い
催
し
を
紹
介
す

る
こ
と
も
始
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
報
で
は
松
ヶ
崎
消
防
分
団
の
活
動
の
一
端

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、
消
火
・

救
命
作
業
の
一
端
を
担
う
た
め
の
技
術
や
装
備

が
消
防
団
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
通
常

時
の
災
害
予
防
・
災
害
対
策
（
消
火
・
救
命
）

は
京
都
市
消
防
署
の
仕
事
で
す
。
消
防
団
は
消

防
署
の
活
動
支
援
（
災
害
発
生
現
場
へ
の
道
案

内
・
現
場
の
交
通
整
理
・
現
場
の
保
存
）
お
よ

び
予
防
広
報
活
動
を
行
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

松
ヶ
崎
消
防
分
団
は
藤
井
照
夫
分
団
長
な
ど

二
十
六
名
で
構
成
さ
れ
、
職
業
は
映
像
機
器
・

交
通
シ
ス
テ
ム
・
金
融
シ
ス
テ
ム
技
術
者
、
植

木
・
染
色
職
人
、
食
品
・
自
動
車
販
売
店
経
営

者
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
年
齢
も
二
十
八

歳
か
ら
六
十
八
歳
と
幅
広
い
。
学
区
外
勤
務
者

が
多
い
た
め
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
ィ
昼
間
の
出
動
は

区
内
自
営
業
や
定
年
退
職
後
の
団
員
数
名
が
対

応
中
。

　

予
防
広
報
活
動
は
毎
月
五
日
と
二
十
日
の
夜
、

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
学
区
内
巡
回
が
基

本
。
火
災
・
災
害
・
交
通
事
故
の
通
報
が
あ
れ

ば
そ
の
種
類
や
規
模
に
応
じ
て
三
人
あ
る
い
は

全
員
が
現
場
に
駆
け
つ
け
る
。
誤
報
や
発
煙
程

度
の
火
災
に
対
す
る
小
規
模
出
動
は
月
に
二
〜

四
回
、
火
災
や
水
害
へ
の
大
規
模
出
動
は
年
に

一
〜
三
回
で
あ
る
。

　

平
常
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て

い
る
。
神
社
や
寺
で
行
わ
れ
る
お
火
焚
き
・
秋

祭
り
の
稚
児
行
列
・
夏
祭
り
・
区
民
体
育
祭
な

ど
の
行
事
の
警
備
に
三

名
単
位
で
年
間
十
回
余

出
動
し
て
い
る
。
写
真

は
区
民
運
動
会
場
で
の

交
通
整
理
で
あ
る
。

　

全
員
が
出
動
す
る
大

規
模
な
奉
仕
活
動
は
妙

法
送
り
火
警
備
と
水
路

清
掃
で
あ
る
。
残
暑
厳
し
い
九
月
の
第
一
日
曜

九
時
、
宝
が
池
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
南
沿
い
水

路
お
よ
び
井
出
ケ
鼻
水
門
に
出
向
き
、
水
役
や

水
利
組
合
長
と
連
携
し
な
が
ら
、
草
刈
や
泥
上

げ
を
行
う
。
第
二
、
第
三
の
写
真
は
清
掃
作
業

中
お
よ
び
作
業
前
後
の
水
路
遠
景
で
あ
る
。

　

松
ヶ
崎
学
区
は
美
し
い
山
や
川
に
恵
ま
れ
る

だ
け
で
な
く
、
日
蓮
宗
に
導
か
れ
た
旧
松
ヶ
崎

村
民
の
共
同
体
意
識
・
郷
土
愛
が
昭
和
以
降
の

新
し
い
住
民
に
も
影
響
し
た
の
か
、
郷
土
愛
の

強
い
土
地
柄
で
あ
る
。
松
ヶ
崎
小
学
校
の
在
校

生
・
卒
業
生
を
持
つ
男
親
の
活
動
的
な
層
が

〝
お
や
じ
の
会
〞
を
結
成
さ
れ
た
の
も
郷
土
愛

の
顕
わ
れ
と
と
れ
る
が
、
近
年
、
そ
の
か
な
り

の
部
分
が
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
住
み
良
い
町
を
作
り
、

そ
れ
が
郷
土
愛
を
高
め
、
さ
ら
に
新
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
生
む
良
い
循
環
が
出
来
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

一
、
小
高
い
丘
に
描
か
れ
し

　
　

妙
と
法
を
守
り
つ
つ

　
　

里
の
栄
を
ね
が
い
つ
つ

　
　

村
人
の
心
よ　

ひ
と
つ
に
と

　
　

心
配
り
し

　
　

君
が
逝
く

二
、
健
や
か
な
体
づ
く
り
を

　
　

目
指
す
た
め

　
　

体
育
振
興　

社
会
福
祉
の

　
　

集
い
を
立
ち
上
げ

　
　

里
人
の
幸
せ　

育
て
し

　
　

君
が
逝
く

三
、
心
か
ら
人
を
信
じ
て

　
　

明
る
く
て
豪
快
に
し
て

　
　

決
断
す
る

　
　

君
の
築
き
し
功
績
は

　
　

い
つ
い
つ
ま
で
も　

こ
の
里
に

　
　

心
に
刻
ま
れ

　
　

残
り
ゆ
く

（できる事を・できる時に・できる人が）
一芸ボランティアさん募集 !

松ヶ崎社会福祉協議会よりのお願い

岩
﨑
純
一

　

前
会
長
を

　
　
　

讃
え
る

岩
﨑
純
一

　

前
会
長
を

　
　
　

讃
え
る

二
十
二
年
度
活
動
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　

定
ま
る

二
十
二
年
度
活
動
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　

定
ま
る

550,000 円
600,000 円
250,000 円

300,000 円

120,000 円
140,000 円
40,000 円
90,000 円

200,000 円

239,563 円
2,529,563 円

敬老会費
敬老記念品代
ふれあい会食会費
すこやか学級費用
子育て支援費用
訪問ネットワーク費用
クリーニング費用
社協だより出版費
研修会参加費
会議費
事務費
雑費
　祝い金など
予備費

599,563 円

380,000 円

600,000 円

600,000 円

350,000 円

2,529,563 円

繰越金
自治連合会からの
　活動助成金
自治連合会からの
　敬老記念品代
左京区社協からの
　活動助成金
　すこやか学級補助
　子育て支援補助
訪問ネットワーク補助
　クリーニング補助
雑収入
　参加者負担金、
　祝い金受領など

合 計 合 計

平成22年度予算
収　入 支　出

平成22年度の事業

＊毎月　子育てサロン（松ヶ崎児童館）
＊毎月随時　独居家庭訪問

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

総会

健康すこやか学級（第１回）

健康すこやか学級（第２回）

ふれあい会食会
健康すこやか学級（第３回）
寝具クリーニング

敬老記念品贈呈
　　児童の手紙を添えて
健康すこやか学級（第４回）

『社協だより』第25号発行
敬老会

健康すこやか学級（第５回）

健康すこやか学級（第６回）

もちつき大会（松ヶ崎児童館）

賛助会員募集

健康すこやか学級（第７回）

学
区
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
紹
介

①
松
ヶ
崎
消
防
分
団

林　

久
雄　

詩

林　

久
雄　

詩

岩
崎
純
一
会
長
を

　
　
　
　

偲
ぶ
歌

岩
崎
純
一
会
長
を

　
　
　
　

偲
ぶ
歌
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良
質
の
睡
眠
に
清
潔
な
寝
具
は
不
可
欠
で

す
。
お
天
気
の
日
に
は
布
団
や
毛
布
の
天
日

干
し
や
季
節
の
変
り
目
に
は
布
団
カ
バ
ー
や

毛
布
の
洗
濯
を
し
た
い
も
の
で
す
が
、
高
齢

者
の
手
で
は
ナ
カ
ナ
カ
。
玄
関
先
受
け
渡
し

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
布
団
・
毛
布
一
式
で
数
千

円
の
支
出
と
な
り
、
億
劫
な
も
の
で
す
。

　

清
潔
な
寝
具
を
通
じ
て
高
齢
者
の
健
康
増

進
を
図
る
べ
く
設
け
ら
れ
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

す
こ
や
か
学
級
は
、高
齢
者
の
知
能
、情
操
、

体
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
向
上
さ
せ
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
る
。
知
能
面
で
は
、
漢
字
や

名
物
名
所
な
ど
の
知
識
だ
け
で
な
く
化
け
字

解
読
な
ど
頓
知
向
上
も
狙
っ
て
い
る
。
情
操

教
育
は
図
画
・
工
作
・
歌
唱
な
ど
を
、
体
育

は
玉
こ
ろ
が
し
や
踊
り
な
ど
を
内
容
に
し
て

い
る
。
講
師
は
博
愛
会
病
院
労
務
部
長
兼
院

内
保
育
園
園
長
で
あ
っ
た
現
会
長
の
西
野
信

雄
氏
、
同
園
保
育
士
の
吉
田
さ
ん
と
井
栗
さ

ん
。
さ
ら
に
、
同
病
院
の
市
橋
看
護
師
か
ら

時
期
折
々
の
健
康
講
話
を
頂
け
る
。

　

以
下
、
九
月
ま
で
の
四
回
の
内
容
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。

　

新
入
の
女
性
一
人
を
加
え
、
十
四
人
が
出

席
。
ま
ず
、
吉
田
先
生
の
弾
く
キ
ー
ボ
ー
ド

の
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
っ
て
出
欠
点
呼
。
四
月
・

五
月
生
ま
れ
の
生
徒
を
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ィ
の
歌
で
お
祝
い
。
午
前
の
第
一
部
は
音
楽

の
時
間
。
五
月
に
相
応
し
い
「
鯉
の
ぼ
り
」

や
、「
ぼ
け
な
い
小
唄
」
な
ど
を
歌
う
。

　
「
風
邪
を
引
か
ず
に
、
転
ば
ず
に
、

　
　

笑
い
忘
れ
ず
、
聞
く
話
す
、

　
　

頭
と
足
腰
使
う
人
、

　
　

元
気
あ
る
人
、
ボ
ケ
マ
セ
ン

（
富
士
の
高
嶺
の
メ
ロ
デ
ィ
で
）」

　

第
二
部
は
井
栗
先
生
「
京
都
で
一
番
は
？

ク
イ
ズ
」。国
宝
が
一
番
多
い
寺
は
？（
東
寺
）、

階
段
段
数
が

一
番
多
い
地

下
鉄
駅
は
？

（
蹴
上
駅
）

な
ど
。
さ
ん

ざ
ん
頭
を
絞

ら
さ
れ
る
。

　

第
三
部
の

体
操
は
「
ピ

ン
ポ
ン
コ
ロ

コ
ロ
ゲ
ー

ム
」。
テ
ー

ブ
ル
の
向
こ

う
側
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
箱
に
ピ
ン
ポ
ン
を

入
れ
る
の
だ
が
、
テ
ー
ブ
ル
上
の
ゲ
ー
ト
を

潜
ら
せ
ば
高
得
点
に
な
る
た
め
、
コ
ー
ス
を

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
て
投
げ
合
う
。

　

午
後
は
写

真
立
て
作
り

に
挑
戦
。
厚

手
の
カ
ラ
ー

紙
に
折
り
目

と
切
り
込
み

を
入
れ
、

各
々
の
教
室

へ
の
思
い
を

一
筆
書
き
入

れ
て
、
集
合

写
真
の
入
っ

た
写
真
立
て

を
仕
上
げ
た
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
好
天
気
の
下
、
新
入
の

男
性
二
人
、
女
性
二
人
を
加
え
、
総
勢
二
十

人
が
出
席
。
支
援
セ
ン
タ
ー
と
区
社
協
か
ら

三
人
も
同
席
。
恒
例
の
誕
生
祝
歌
に
続
き
、

六
月
に
ち
な
ん
だ
「
雨
」
を
合
唱
し
、「
蛙

の
う
た
」
を
輪
唱
す
る
。

　

第
二
部
は
歴
史
の
勉
強
。
井
栗
先
生
の
京

都
ク
イ
ズ「
新
撰
組
の
羽
織
メ
ー
カ
ー
は
？
」、

「
龍
馬
の
襲

わ
れ
た
宿
の

現
在
は
？
」

な
ど
歴
史
上

の
話
題
に
盛

り
上
が
る
。

　

第
三
部
は

体
育
。
前
に

置
か
れ
た
た

ら
い
、
雨
傘
、

長
靴
め
が
け

て
紙
ボ
ー
ル

を
投
げ
、
得

点
を
競
う

「
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
」。

　

午
前
の
最

後
は
定
例
と

な
っ
た
市
橋

看
護
師
さ
ん

の
健
康
講
話

を
伺
い
、
血

圧
を
測
定
し

て
貰
う
。

　

午
後
の
第

一
部
は
逆
さ

時
計
の
時
刻
を
読
ん
だ
り
、
三
十
秒
を
見
込

ん
で
挙
手
し
、
合
致
度
合
い
を
測
っ
て
時
間

経
過
の
感
覚
を
磨
く
訓
練
を
楽
し
む
。
二
部

は
工
作
。
象
･
蛙
・
犬
・
兎
な
ど
好
き
な
動

物
を
選
び
、
相
応
し
い
色
合
い
の
色
紙
か
ら

目
・
口
・
足
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
切
り
出
し
、

ボ
デ
ィ
に
見
立
て
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
空
き
箱
に

貼
り
付
け
て
、
可
愛
い
動
物
出
来
上
が
り
。

　

最
後
は
健
や
か
体
操
で
仕
上
げ
た
。

　

松
ヶ
崎
の
ご
高
齢
者
に
は
晴
れ
男
・
晴
れ

女
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
、
梅
雨
の
盛
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
三
十
七

名
の
参
加
者
、
二
十
三
名
の
役
員
、
四
名
の

区
社
協
職
員
が
ア
ピ
カ
ル
イ
ン
に
集
ま
ら
れ

た
。

　

西
野
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
蓑
田

き
よ
み
看
護
師
長
さ
ん
か
ら
、「
幸
せ
脳
の

作
り
方
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

　

講
師
は
京
都
博
愛
会
病
院
の
回
復
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
で
患

者
の
回
復
意

欲
を
高
め
る

精
神
面
の
指

導
に
力
を
入

れ
て
お
ら
れ

る
た
め
か
、

個
々
人
の
精

神
状
態
の
分

析
か
ら
話
に

入
り
、
明
る

い
幸
せ
な
感

情
が
免
疫
力

を
高
め
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
詳
し
く
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
感

謝
の
気
持
ち
を
「
あ
り
が
と
う
」
と
口
に
す

る
だ
け
で
、
脳
は
良
い
こ
と
を
優
先
的
に
覚

え
る
癖
が
付
く
「
幸
せ
脳
」
に
な
っ
て
行
く

事
例
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

講
師
自
身
が
、
先
輩
・
同
僚
な
ど
に
恵
ま

れ
て
幸
せ
脳
を
作
っ
て
居
ら
れ
、
さ
ら
に
患

者
と
共
に
幸
せ
に
な
っ
て
行
き
た
い
と
願
っ

て
居
ら
れ
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

午
後
の
部
は
区
社
協
の
職
員
さ
ん
に
よ
る

悪
徳
商
法
の
寸
劇
。
健
康
飲
料
サ
ン
プ
ル
を

試
飲
さ
せ
、
多
量
の
サ
ン
プ
ル
を
置
い
て
帰

り
、
日
に
ち

を
経
過
さ
せ

て
、
返
品
し

に
く
い
気
持

ち
に
追
い
込

ん
で
ゆ
く
手

口
が
見
事
に

再
現
さ
れ
て

い
た
。
情
報

交
換
や
相
談

で
き
る
隣

人
・
友
人
・

親
戚
の
重
要

性
が
強
調
さ

れ
た
。

　

夏
を
越
し
て
久
々
の
学
級
で
す
。
ま
ず
、

七
、
八
、
九
月
生
ま
れ
の
方
々
を
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
す
る
。
第
一
部

音
楽
の
時
間
で
は
、
秋
に
相
応
し
く
懐
か
し

の
童
謡
、「
虫
の
声
、
証
城
寺
の
狸
ば
や
し
、

夕
焼
け
小
焼
け
」、
を
う
た
う
。
ち
ょ
っ
と

モ
ダ
ン
な
「
や
ぎ
さ
ん
郵
便
」
の
歌
に
も
挑

戦
す
る
。

　

第
二
部
は
西
野
先
生
の
「
化
け
字
解
読
」。

途
切
れ
た
「
あ
」、
突
き
抜
け
の
な
い
「
め
」

な
ど
の
単
漢
字
を
生
徒
は
次
々
と
解
読
す
る

も
の
の
、「
登
・
底
・
松
の
三
字
が
正
し
い

向
き
・
横
向
き
・
逆
さ
向
き
で
組
み
合
わ
せ

ら
れ
た
も
の
」
に
は
お
手
上
げ
。
先
生
か
ら

正
解
を
聞
い
て
、
生
徒
・
役
員
は
大
笑
い
。

　

第
三
部
は
井
栗
先
生
の
京
都
ク
イ
ズ
、
テ

ー
マ
は
食
べ
物
。
東
寺
の
お
坊
さ
ん
の
た
め

に
作
ら
れ
た
オ
ヤ
ツ
は
？
市
内
名
所
喫
茶

店
五
店
の
名
物
菓
子
は
？
な
ど
。
回
答
者

は
女
性
陣
に
占
め
ら
れ
る
。

　

第
四
部
、
京
都
の
次
は
世
界
に
羽
ば
た
く

漢
字
問
題
。
吉
田
先
生
が
出
題
す
る
「
加
奈

陀
」・「
比
律
賓
」
な
ど
十
余
の
国
名
は
音
の

似
通
っ
た
漢
字
が
充
て
ら
れ
て
い
る
為
か
、

本
学
の
優
秀
な
生
徒
に
よ
っ
て
即
時
に
解
答

さ
れ
る
。
し
か
し
、
英
国
の
都
市
名
「
牛

津
」・「
剣
橋
」
に
は
降
参
。
原
語
が
二
つ
の

パ
ー
ツ
に
分
け
ら
れ
、
音
の
似
た
漢
字
や
意

味
の
似
た
漢
字
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
と

は
露
知
ら
ず
―
―
。

　

午
後
の
授

業
は
「
着
せ

替
え
人
形
」。

吉
田
、
井
栗

両
先
生
が
用

意
し
た
人
型

の
厚
紙
、
色

と
り
ど
り
の

上
着
・
ズ
ボ

ン
・
ス
カ
ー

ト
の
中
か
ら

好
み
の
物
を

取
る
。
生
徒

は
洋
服
か
和

費
用
補
助
制
度
を
利
用
し
て
、
松
ヶ
崎
社
協

で
は
梅
雨
終
了
時
期
に
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
順
は
次
の

通
り
。

　

六
月
上
旬
に
実
施
日
や
自
己
負
担
金
額
を

記
し
た
〝
お
知
ら
せ
〞
を
回
覧
す
る
。
十
一

に
小
分
け
さ
れ
た
区
域
を
担
当
す
る
十
一
人

の
民
生
委
員
が
利
用
品
目
・
数
量
・
自
己
負

担
金
を
月
末
〆
で
受
付
け
る
。
本
件
担
当
役

員
は
申
込
者
の
家
を
地
図
に
書
き
込
み
、
収

集
順
路
を
定
め
る
。
実
施
当
日
の
八
時
、
き

ん
こ
ん
館
を
基
点
に
西
向
け
・
反
時
計
廻
り

に
業
者
の
車
で
収
集
開
始
、
十
時
半
に
終
了
。

業
者
は
南
区
ま
で
寝
具
を
持
ち
帰
り
、
ク

リ
ー
ニ
ン

グ
・
繕
い
・

ビ
ニ
ー
ル

袋
詰
め
を

済
ま
せ
て

夕
方
に
再

配
達
。
今

年
は
三
十

人
か
ら
百

枚
の
申
込

み
が
あ
り
、

車
か
ら
溢

れ
そ
う
な

ほ
ど
で
し
た
。

　

な
お
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
は
独
居
高

齢
者
で
あ
っ
た
が
、
来
年
か
ら
は
独
立
生
計

が
難
し
そ
う
な「
高
齢
者
と
子
の
同
居
家
庭
」

や
「
障
害
者
の
居
る
家
庭
」
を
含
め
る
よ
う

に
変
更
す
る
。
利
用
者
増
に
は
、
学
区
を
二

分
し
、
二
日
を
費
や
す
こ
と
で
対
応
す
る
。

自
己
負
担
金
は
布
団
上
下
各
六
百
円
、
毛
布

三
百
円
の
予
定
。

服
か
、
正
統
派
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
か
な

ど
デ
ザ
イ
ン
し
、
ボ
タ
ン
・
ポ
ケ
ッ
ト
・
襟
・

バ
ン
ド
な
ど
を
作
っ
て
付
け
足
す
。
男
性
陣

も
大
奮
闘
。

　

あ
ま
り
に
出
来
栄
え
が
良
い
の
で
、
十
月

二
十
日
の
敬
老
会
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
会
食
会

平
成
二
十
二
年
度

健
康
す
こ
や
か
学
級

 

松
ヶ
崎
小
学
校
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

平
成
二
十
二
年
度

健
康
す
こ
や
か
学
級

五
月
二
十
日

第
一
回

九
月
十
七
日

第
四
回

六
月
二
十
四
日

第
二
回

七
月
八
日

第
三
回

ふ
れ
あ
い
会
食
会

事
業
解
説
の
コ
ー
ナ
ー

事
業
解
説
の
コ
ー
ナ
ー

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
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良
質
の
睡
眠
に
清
潔
な
寝
具
は
不
可
欠
で

す
。
お
天
気
の
日
に
は
布
団
や
毛
布
の
天
日

干
し
や
季
節
の
変
り
目
に
は
布
団
カ
バ
ー
や

毛
布
の
洗
濯
を
し
た
い
も
の
で
す
が
、
高
齢

者
の
手
で
は
ナ
カ
ナ
カ
。
玄
関
先
受
け
渡
し

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
布
団
・
毛
布
一
式
で
数
千

円
の
支
出
と
な
り
、
億
劫
な
も
の
で
す
。

　

清
潔
な
寝
具
を
通
じ
て
高
齢
者
の
健
康
増

進
を
図
る
べ
く
設
け
ら
れ
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

す
こ
や
か
学
級
は
、高
齢
者
の
知
能
、情
操
、

体
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
向
上
さ
せ
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
る
。
知
能
面
で
は
、
漢
字
や

名
物
名
所
な
ど
の
知
識
だ
け
で
な
く
化
け
字

解
読
な
ど
頓
知
向
上
も
狙
っ
て
い
る
。
情
操

教
育
は
図
画
・
工
作
・
歌
唱
な
ど
を
、
体
育

は
玉
こ
ろ
が
し
や
踊
り
な
ど
を
内
容
に
し
て

い
る
。
講
師
は
博
愛
会
病
院
労
務
部
長
兼
院

内
保
育
園
園
長
で
あ
っ
た
現
会
長
の
西
野
信

雄
氏
、
同
園
保
育
士
の
吉
田
さ
ん
と
井
栗
さ

ん
。
さ
ら
に
、
同
病
院
の
市
橋
看
護
師
か
ら

時
期
折
々
の
健
康
講
話
を
頂
け
る
。

　

以
下
、
九
月
ま
で
の
四
回
の
内
容
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。

　

新
入
の
女
性
一
人
を
加
え
、
十
四
人
が
出

席
。
ま
ず
、
吉
田
先
生
の
弾
く
キ
ー
ボ
ー
ド

の
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
っ
て
出
欠
点
呼
。
四
月
・

五
月
生
ま
れ
の
生
徒
を
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ィ
の
歌
で
お
祝
い
。
午
前
の
第
一
部
は
音
楽

の
時
間
。
五
月
に
相
応
し
い
「
鯉
の
ぼ
り
」

や
、「
ぼ
け
な
い
小
唄
」
な
ど
を
歌
う
。

　
「
風
邪
を
引
か
ず
に
、
転
ば
ず
に
、

　
　

笑
い
忘
れ
ず
、
聞
く
話
す
、

　
　

頭
と
足
腰
使
う
人
、

　
　

元
気
あ
る
人
、
ボ
ケ
マ
セ
ン

（
富
士
の
高
嶺
の
メ
ロ
デ
ィ
で
）」

　

第
二
部
は
井
栗
先
生
「
京
都
で
一
番
は
？

ク
イ
ズ
」。国
宝
が
一
番
多
い
寺
は
？（
東
寺
）、

階
段
段
数
が

一
番
多
い
地

下
鉄
駅
は
？

（
蹴
上
駅
）

な
ど
。
さ
ん

ざ
ん
頭
を
絞

ら
さ
れ
る
。

　

第
三
部
の

体
操
は
「
ピ

ン
ポ
ン
コ
ロ

コ
ロ
ゲ
ー

ム
」。
テ
ー

ブ
ル
の
向
こ

う
側
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
箱
に
ピ
ン
ポ
ン
を

入
れ
る
の
だ
が
、
テ
ー
ブ
ル
上
の
ゲ
ー
ト
を

潜
ら
せ
ば
高
得
点
に
な
る
た
め
、
コ
ー
ス
を

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
て
投
げ
合
う
。

　

午
後
は
写

真
立
て
作
り

に
挑
戦
。
厚

手
の
カ
ラ
ー

紙
に
折
り
目

と
切
り
込
み

を
入
れ
、

各
々
の
教
室

へ
の
思
い
を

一
筆
書
き
入

れ
て
、
集
合

写
真
の
入
っ

た
写
真
立
て

を
仕
上
げ
た
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
好
天
気
の
下
、
新
入
の

男
性
二
人
、
女
性
二
人
を
加
え
、
総
勢
二
十

人
が
出
席
。
支
援
セ
ン
タ
ー
と
区
社
協
か
ら

三
人
も
同
席
。
恒
例
の
誕
生
祝
歌
に
続
き
、

六
月
に
ち
な
ん
だ
「
雨
」
を
合
唱
し
、「
蛙

の
う
た
」
を
輪
唱
す
る
。

　

第
二
部
は
歴
史
の
勉
強
。
井
栗
先
生
の
京

都
ク
イ
ズ「
新
撰
組
の
羽
織
メ
ー
カ
ー
は
？
」、

「
龍
馬
の
襲

わ
れ
た
宿
の

現
在
は
？
」

な
ど
歴
史
上

の
話
題
に
盛

り
上
が
る
。

　

第
三
部
は

体
育
。
前
に

置
か
れ
た
た

ら
い
、
雨
傘
、

長
靴
め
が
け

て
紙
ボ
ー
ル

を
投
げ
、
得

点
を
競
う

「
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
」。

　

午
前
の
最

後
は
定
例
と

な
っ
た
市
橋

看
護
師
さ
ん

の
健
康
講
話

を
伺
い
、
血

圧
を
測
定
し

て
貰
う
。

　

午
後
の
第

一
部
は
逆
さ

時
計
の
時
刻
を
読
ん
だ
り
、
三
十
秒
を
見
込

ん
で
挙
手
し
、
合
致
度
合
い
を
測
っ
て
時
間

経
過
の
感
覚
を
磨
く
訓
練
を
楽
し
む
。
二
部

は
工
作
。
象
･
蛙
・
犬
・
兎
な
ど
好
き
な
動

物
を
選
び
、
相
応
し
い
色
合
い
の
色
紙
か
ら

目
・
口
・
足
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
切
り
出
し
、

ボ
デ
ィ
に
見
立
て
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
空
き
箱
に

貼
り
付
け
て
、
可
愛
い
動
物
出
来
上
が
り
。

　

最
後
は
健
や
か
体
操
で
仕
上
げ
た
。

　

松
ヶ
崎
の
ご
高
齢
者
に
は
晴
れ
男
・
晴
れ

女
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
、
梅
雨
の
盛
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
三
十
七

名
の
参
加
者
、
二
十
三
名
の
役
員
、
四
名
の

区
社
協
職
員
が
ア
ピ
カ
ル
イ
ン
に
集
ま
ら
れ

た
。

　

西
野
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
蓑
田

き
よ
み
看
護
師
長
さ
ん
か
ら
、「
幸
せ
脳
の

作
り
方
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

　

講
師
は
京
都
博
愛
会
病
院
の
回
復
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
で
患

者
の
回
復
意

欲
を
高
め
る

精
神
面
の
指

導
に
力
を
入

れ
て
お
ら
れ

る
た
め
か
、

個
々
人
の
精

神
状
態
の
分

析
か
ら
話
に

入
り
、
明
る

い
幸
せ
な
感

情
が
免
疫
力

を
高
め
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
詳
し
く
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
感

謝
の
気
持
ち
を
「
あ
り
が
と
う
」
と
口
に
す

る
だ
け
で
、
脳
は
良
い
こ
と
を
優
先
的
に
覚

え
る
癖
が
付
く
「
幸
せ
脳
」
に
な
っ
て
行
く

事
例
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

講
師
自
身
が
、
先
輩
・
同
僚
な
ど
に
恵
ま

れ
て
幸
せ
脳
を
作
っ
て
居
ら
れ
、
さ
ら
に
患

者
と
共
に
幸
せ
に
な
っ
て
行
き
た
い
と
願
っ

て
居
ら
れ
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

午
後
の
部
は
区
社
協
の
職
員
さ
ん
に
よ
る

悪
徳
商
法
の
寸
劇
。
健
康
飲
料
サ
ン
プ
ル
を

試
飲
さ
せ
、
多
量
の
サ
ン
プ
ル
を
置
い
て
帰

り
、
日
に
ち

を
経
過
さ
せ

て
、
返
品
し

に
く
い
気
持

ち
に
追
い
込

ん
で
ゆ
く
手

口
が
見
事
に

再
現
さ
れ
て

い
た
。
情
報

交
換
や
相
談

で
き
る
隣

人
・
友
人
・

親
戚
の
重
要

性
が
強
調
さ

れ
た
。

　

夏
を
越
し
て
久
々
の
学
級
で
す
。
ま
ず
、

七
、
八
、
九
月
生
ま
れ
の
方
々
を
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
す
る
。
第
一
部

音
楽
の
時
間
で
は
、
秋
に
相
応
し
く
懐
か
し

の
童
謡
、「
虫
の
声
、
証
城
寺
の
狸
ば
や
し
、

夕
焼
け
小
焼
け
」、
を
う
た
う
。
ち
ょ
っ
と

モ
ダ
ン
な
「
や
ぎ
さ
ん
郵
便
」
の
歌
に
も
挑

戦
す
る
。

　

第
二
部
は
西
野
先
生
の
「
化
け
字
解
読
」。

途
切
れ
た
「
あ
」、
突
き
抜
け
の
な
い
「
め
」

な
ど
の
単
漢
字
を
生
徒
は
次
々
と
解
読
す
る

も
の
の
、「
登
・
底
・
松
の
三
字
が
正
し
い

向
き
・
横
向
き
・
逆
さ
向
き
で
組
み
合
わ
せ

ら
れ
た
も
の
」
に
は
お
手
上
げ
。
先
生
か
ら

正
解
を
聞
い
て
、
生
徒
・
役
員
は
大
笑
い
。

　

第
三
部
は
井
栗
先
生
の
京
都
ク
イ
ズ
、
テ

ー
マ
は
食
べ
物
。
東
寺
の
お
坊
さ
ん
の
た
め

に
作
ら
れ
た
オ
ヤ
ツ
は
？
市
内
名
所
喫
茶

店
五
店
の
名
物
菓
子
は
？
な
ど
。
回
答
者

は
女
性
陣
に
占
め
ら
れ
る
。

　

第
四
部
、
京
都
の
次
は
世
界
に
羽
ば
た
く

漢
字
問
題
。
吉
田
先
生
が
出
題
す
る
「
加
奈

陀
」・「
比
律
賓
」
な
ど
十
余
の
国
名
は
音
の

似
通
っ
た
漢
字
が
充
て
ら
れ
て
い
る
為
か
、

本
学
の
優
秀
な
生
徒
に
よ
っ
て
即
時
に
解
答

さ
れ
る
。
し
か
し
、
英
国
の
都
市
名
「
牛

津
」・「
剣
橋
」
に
は
降
参
。
原
語
が
二
つ
の

パ
ー
ツ
に
分
け
ら
れ
、
音
の
似
た
漢
字
や
意

味
の
似
た
漢
字
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
と

は
露
知
ら
ず
―
―
。

　

午
後
の
授

業
は
「
着
せ

替
え
人
形
」。

吉
田
、
井
栗

両
先
生
が
用

意
し
た
人
型

の
厚
紙
、
色

と
り
ど
り
の

上
着
・
ズ
ボ

ン
・
ス
カ
ー

ト
の
中
か
ら

好
み
の
物
を

取
る
。
生
徒

は
洋
服
か
和

費
用
補
助
制
度
を
利
用
し
て
、
松
ヶ
崎
社
協

で
は
梅
雨
終
了
時
期
に
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
順
は
次
の

通
り
。

　

六
月
上
旬
に
実
施
日
や
自
己
負
担
金
額
を

記
し
た
〝
お
知
ら
せ
〞
を
回
覧
す
る
。
十
一

に
小
分
け
さ
れ
た
区
域
を
担
当
す
る
十
一
人

の
民
生
委
員
が
利
用
品
目
・
数
量
・
自
己
負

担
金
を
月
末
〆
で
受
付
け
る
。
本
件
担
当
役

員
は
申
込
者
の
家
を
地
図
に
書
き
込
み
、
収

集
順
路
を
定
め
る
。
実
施
当
日
の
八
時
、
き

ん
こ
ん
館
を
基
点
に
西
向
け
・
反
時
計
廻
り

に
業
者
の
車
で
収
集
開
始
、
十
時
半
に
終
了
。

業
者
は
南
区
ま
で
寝
具
を
持
ち
帰
り
、
ク

リ
ー
ニ
ン

グ
・
繕
い
・

ビ
ニ
ー
ル

袋
詰
め
を

済
ま
せ
て

夕
方
に
再

配
達
。
今

年
は
三
十

人
か
ら
百

枚
の
申
込

み
が
あ
り
、

車
か
ら
溢

れ
そ
う
な

ほ
ど
で
し
た
。

　

な
お
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
は
独
居
高

齢
者
で
あ
っ
た
が
、
来
年
か
ら
は
独
立
生
計

が
難
し
そ
う
な「
高
齢
者
と
子
の
同
居
家
庭
」

や
「
障
害
者
の
居
る
家
庭
」
を
含
め
る
よ
う

に
変
更
す
る
。
利
用
者
増
に
は
、
学
区
を
二

分
し
、
二
日
を
費
や
す
こ
と
で
対
応
す
る
。

自
己
負
担
金
は
布
団
上
下
各
六
百
円
、
毛
布

三
百
円
の
予
定
。

服
か
、
正
統
派
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
か
な

ど
デ
ザ
イ
ン
し
、
ボ
タ
ン
・
ポ
ケ
ッ
ト
・
襟
・

バ
ン
ド
な
ど
を
作
っ
て
付
け
足
す
。
男
性
陣

も
大
奮
闘
。

　

あ
ま
り
に
出
来
栄
え
が
良
い
の
で
、
十
月

二
十
日
の
敬
老
会
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
会
食
会

平
成
二
十
二
年
度

健
康
す
こ
や
か
学
級

 

松
ヶ
崎
小
学
校
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

平
成
二
十
二
年
度

健
康
す
こ
や
か
学
級

五
月
二
十
日

第
一
回

九
月
十
七
日

第
四
回

六
月
二
十
四
日

第
二
回

七
月
八
日

第
三
回

ふ
れ
あ
い
会
食
会

事
業
解
説
の
コ
ー
ナ
ー

事
業
解
説
の
コ
ー
ナ
ー

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
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平
成
二
十
二
年
四
月
七
日
、
松
ヶ
崎
小
学
校
内
で
、

松
ヶ
崎
社
会
福
祉
協
議
会
総
会
が
顧
問
や
監
事
を
含
む

二
十
二
人
の
出
席
の
下
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
先
月
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
岩
﨑

純
一
前
会
長
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
第

一
議
案
と
し
て
前
年
度
決
算
が
岩
﨑
洋
子
会
計
・
島
監

事
か
ら
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
第
二
議
案
の
本
年
度

役
員
案
が
西
野
信
雄
会
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
大
筋
で
前

年
度
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

事
業
で
は
、
左
の
表
に
記
す
よ
う
に
、
子
供
と
老
人

が
同
時
に
楽
し
め
る
餅
つ
き
大
会
を
松
ヶ
崎
児
童
館
と

共
催
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
よ
り
多
く
の
人
に
本
会
主

催
行
事
に
参
加
頂
け
る
よ
う
に
社
協
だ
よ
り
を
年
二
回

発
行
す
る
こ
と
な
ど
を
従
来
事
業
に
追
加
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。

　

下
に
示
す
よ
う
に
、
総
額
二
五
〇
万
円
強
の
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
事
業
計
画
案
と
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

　

岩
﨑
純
一
氏
は
昭
和
五
年
松
ヶ
崎

西
町
生
ま
れ
。
ス
ポ
ー
ツ
、
酒
、
祭

り
、
人
を
愛
す
豪
放
に
し
て
繊
細
、

人
情
豊
か
な
人
で
し
た
。
平
成
三
年

度
か
ら
体
育
振
興
会
四
代
目
会
長
を

七
期
務
め
た
後
、
平
成
八
年
五
月
に

本
会
初
代
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

十
四
年
か
ら
は
自
治
連
合
会
会
長
を

兼
務
、
永
ら
く
地
域
の
要
に
な
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
暮
れ
頃
に
体
調
を
崩

さ
れ
た
氏
は
、
急
ぎ
、
当
時
副
会
長

で
あ
っ
た
西
野
信
雄
氏
を
二
十
一
年

度
会
長
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
一
月
二
十
八
日
に
催
さ
れ
た
新
年

会
で
西
野
新
会
長
の
見
事
な
采
配
を

喜
ん
で
居
ら
れ
ま
し
た
。
氏
の
訃
報

に
接
し
た
の
は
そ
の
二
ヶ
月
後
で
し

た
。

　

松
ヶ
崎
社
協
役
員
一
同
は
氏
の
献

身
、
不
断
の
努
力
を
お
手
本
に
し
て
、

役
員
の
務
め
を
果
た
そ
う
と
誓
う
ば

か
り
で
す
。

　地域の高齢者の方々と楽しいひとときを過ごすた
めに「健康すこやか学級」「ふれあい会食会」「敬老
会」などの行事を一緒にお手伝いして頂ける方を募
集しています。（歌・手芸・体操・各楽器・イラスト・
パソコン など）
～参加される高齢者にやさしく指導や披露して頂ける方～
　会長 西野までご連絡下さい。

（電話・FAX ７２２－６２７８）

　

松
ヶ
崎
社
協
は
役
員
の
多
く
が
民
生
児
童
委

員
や
老
人
福
祉
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
弱
者
救

済
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
補
完
）
に
多
少
お
役

に
立
っ
て
い
る
と
思
い
つ
つ
も
、
孤
立
し
が
ち

な
高
齢
者
や
悩
み
を
抱
え
た
親
子
へ
の
働
き
か

け
が
不
十
分
だ
な
と
反
省
頻
り
の
昨
今
で
す
。

　

ご
承
知
と
思
い
ま
す
が
、
学
区
内
に
は
地
域

を
安
全
で
住
み
良
い
町
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て

多
く
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
・
立
正
会
・

寺
・
神
社
は
文
化
面
で
、
児
童
館
・
社
協
・
お

や
じ
の
会
・
少
年
補
導
委
は
保
護
育
成
面
で
、

消
防
団
・
自
主
防
災
会
・
交
通
安
全
委
・
防
犯

推
進
委
は
安
全
面
で
、
体
育
振
興
会
（
体
振
）

は
健
康
面
で
、
農
協
・
水
役
は
環
境
面
で
、
松

寿
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
で
、
自
治
連

合
会
・
市
政
協
力
委
員
会
は
諸
団
体
の
連
携
支

援
面
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
社
協
活

動
の
弱
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
共
通
認
識
が

社
協
内
部
に
出
て
き
ま
し
た
。
手
始
め
に
、
体

振
主
催
の
夏
祭
り
行
事
に
受
付
役
と
し
て
参
加
、

区
民
体
育
大
会
で
は
売
店
を
運
営
し
ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り
で
地
域
の
楽
し
い
催
し
を
紹
介
す

る
こ
と
も
始
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
報
で
は
松
ヶ
崎
消
防
分
団
の
活
動
の
一
端

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、
消
火
・

救
命
作
業
の
一
端
を
担
う
た
め
の
技
術
や
装
備

が
消
防
団
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
通
常

時
の
災
害
予
防
・
災
害
対
策
（
消
火
・
救
命
）

は
京
都
市
消
防
署
の
仕
事
で
す
。
消
防
団
は
消

防
署
の
活
動
支
援
（
災
害
発
生
現
場
へ
の
道
案

内
・
現
場
の
交
通
整
理
・
現
場
の
保
存
）
お
よ

び
予
防
広
報
活
動
を
行
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

松
ヶ
崎
消
防
分
団
は
藤
井
照
夫
分
団
長
な
ど

二
十
六
名
で
構
成
さ
れ
、
職
業
は
映
像
機
器
・

交
通
シ
ス
テ
ム
・
金
融
シ
ス
テ
ム
技
術
者
、
植

木
・
染
色
職
人
、
食
品
・
自
動
車
販
売
店
経
営

者
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
年
齢
も
二
十
八

歳
か
ら
六
十
八
歳
と
幅
広
い
。
学
区
外
勤
務
者

が
多
い
た
め
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
ィ
昼
間
の
出
動
は

区
内
自
営
業
や
定
年
退
職
後
の
団
員
数
名
が
対

応
中
。

　

予
防
広
報
活
動
は
毎
月
五
日
と
二
十
日
の
夜
、

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
学
区
内
巡
回
が
基

本
。
火
災
・
災
害
・
交
通
事
故
の
通
報
が
あ
れ

ば
そ
の
種
類
や
規
模
に
応
じ
て
三
人
あ
る
い
は

全
員
が
現
場
に
駆
け
つ
け
る
。
誤
報
や
発
煙
程

度
の
火
災
に
対
す
る
小
規
模
出
動
は
月
に
二
〜

四
回
、
火
災
や
水
害
へ
の
大
規
模
出
動
は
年
に

一
〜
三
回
で
あ
る
。

　

平
常
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て

い
る
。
神
社
や
寺
で
行
わ
れ
る
お
火
焚
き
・
秋

祭
り
の
稚
児
行
列
・
夏
祭
り
・
区
民
体
育
祭
な

ど
の
行
事
の
警
備
に
三

名
単
位
で
年
間
十
回
余

出
動
し
て
い
る
。
写
真

は
区
民
運
動
会
場
で
の

交
通
整
理
で
あ
る
。

　

全
員
が
出
動
す
る
大

規
模
な
奉
仕
活
動
は
妙

法
送
り
火
警
備
と
水
路

清
掃
で
あ
る
。
残
暑
厳
し
い
九
月
の
第
一
日
曜

九
時
、
宝
が
池
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
南
沿
い
水

路
お
よ
び
井
出
ケ
鼻
水
門
に
出
向
き
、
水
役
や

水
利
組
合
長
と
連
携
し
な
が
ら
、
草
刈
や
泥
上

げ
を
行
う
。
第
二
、
第
三
の
写
真
は
清
掃
作
業

中
お
よ
び
作
業
前
後
の
水
路
遠
景
で
あ
る
。

　

松
ヶ
崎
学
区
は
美
し
い
山
や
川
に
恵
ま
れ
る

だ
け
で
な
く
、
日
蓮
宗
に
導
か
れ
た
旧
松
ヶ
崎

村
民
の
共
同
体
意
識
・
郷
土
愛
が
昭
和
以
降
の

新
し
い
住
民
に
も
影
響
し
た
の
か
、
郷
土
愛
の

強
い
土
地
柄
で
あ
る
。
松
ヶ
崎
小
学
校
の
在
校

生
・
卒
業
生
を
持
つ
男
親
の
活
動
的
な
層
が

〝
お
や
じ
の
会
〞
を
結
成
さ
れ
た
の
も
郷
土
愛

の
顕
わ
れ
と
と
れ
る
が
、
近
年
、
そ
の
か
な
り

の
部
分
が
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
住
み
良
い
町
を
作
り
、

そ
れ
が
郷
土
愛
を
高
め
、
さ
ら
に
新
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
生
む
良
い
循
環
が
出
来
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

一
、
小
高
い
丘
に
描
か
れ
し

　
　

妙
と
法
を
守
り
つ
つ

　
　

里
の
栄
を
ね
が
い
つ
つ

　
　

村
人
の
心
よ　

ひ
と
つ
に
と

　
　

心
配
り
し

　
　

君
が
逝
く

二
、
健
や
か
な
体
づ
く
り
を

　
　

目
指
す
た
め

　
　

体
育
振
興　

社
会
福
祉
の

　
　

集
い
を
立
ち
上
げ

　
　

里
人
の
幸
せ　

育
て
し

　
　

君
が
逝
く

三
、
心
か
ら
人
を
信
じ
て

　
　

明
る
く
て
豪
快
に
し
て

　
　

決
断
す
る

　
　

君
の
築
き
し
功
績
は

　
　

い
つ
い
つ
ま
で
も　

こ
の
里
に

　
　

心
に
刻
ま
れ

　
　

残
り
ゆ
く

（できる事を・できる時に・できる人が）
一芸ボランティアさん募集 !

松ヶ崎社会福祉協議会よりのお願い

岩
﨑
純
一

　

前
会
長
を

　
　
　

讃
え
る

岩
﨑
純
一

　

前
会
長
を

　
　
　

讃
え
る

二
十
二
年
度
活
動
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　

定
ま
る

二
十
二
年
度
活
動
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　

定
ま
る

550,000 円
600,000 円
250,000 円

300,000 円

120,000 円
140,000 円
40,000 円
90,000 円

200,000 円

239,563 円
2,529,563 円

敬老会費
敬老記念品代
ふれあい会食会費
すこやか学級費用
子育て支援費用
訪問ネットワーク費用
クリーニング費用
社協だより出版費
研修会参加費
会議費
事務費
雑費
　祝い金など
予備費

599,563 円

380,000 円

600,000 円

600,000 円

350,000 円

2,529,563 円

繰越金
自治連合会からの
　活動助成金
自治連合会からの
　敬老記念品代
左京区社協からの
　活動助成金
　すこやか学級補助
　子育て支援補助
訪問ネットワーク補助
　クリーニング補助
雑収入
　参加者負担金、
　祝い金受領など

合 計 合 計

平成22年度予算
収　入 支　出

平成22年度の事業

＊毎月　子育てサロン（松ヶ崎児童館）
＊毎月随時　独居家庭訪問

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

総会

健康すこやか学級（第１回）

健康すこやか学級（第２回）

ふれあい会食会
健康すこやか学級（第３回）
寝具クリーニング

敬老記念品贈呈
　　児童の手紙を添えて
健康すこやか学級（第４回）

『社協だより』第25号発行
敬老会

健康すこやか学級（第５回）

健康すこやか学級（第６回）

もちつき大会（松ヶ崎児童館）

賛助会員募集

健康すこやか学級（第７回）

学
区
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
紹
介

①
松
ヶ
崎
消
防
分
団

林　

久
雄　

詩

林　

久
雄　

詩

岩
崎
純
一
会
長
を

　
　
　
　

偲
ぶ
歌

岩
崎
純
一
会
長
を

　
　
　
　

偲
ぶ
歌


